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第 32回 大鹿村リニア連絡協議会を開催 
・リニア工事による影響調査の情報や住民意見を共有し、リニア工事全般に関わる事項について連絡調整を行う

ことを目的に、ＪＲ東海、施工業者、長野県、大鹿村及び住民による「大鹿村リニア連絡協議会」が、６月２６

日、交流センターに於いて関係者５１名が出席し開催されました。以下に概要をお知らせします。 

 

■第 32回 リニア連絡協議会 

○第 8期正副会長を選出 （会長）森上 安弘  （副会長）神崎 章一 

○委員の構成 

（大鹿村関係委員）大鹿村議会、農業委員会、教育委員会、商工会、建設業協会、飯伊砂利組合、 

下伊那漁業組合大鹿支部、村内 27自治会長、大鹿村 

（長野県関係委員）飯田建設事務所、リニア整備推進事務所、南信州地域振興局 各担当者 

（リニア事業関係委員）ＪＲ東海、施工業者 

①  県発注工事について  

■（主）松川インター大鹿線について、実施中及び今後実施予定の箇所について説明がありました。 

① 道路改良工事（葛島）：関係機関協と協議中 

② 道路改良工事（二軒屋）：調査・設計、道路拡幅工事（松川町側） 

③ 道路改良工事（半の沢）：盛土造成工事 

④ 防災対策工事（四徳大橋西）：設計 

⑤ 道路情報提供設備：西下トンネル～東山トンネル 道路情報カメラ設置５基（接続工事中） 

⑥ トンネル工事（落合）：トンネル工事中（トンネル掘削：令和 6年 7月頃を予定） 

○ その他工事 

・法面工事：半の沢（実施中） 

・修繕工事（橋梁補修）：松除 3号橋、こいけどう橋（R6年度内施工予定）  

 

■（国）152号下榑渡橋の架替について、現橋の撤去、下部工橋脚及び下部工橋台施工のための法面工事が完了して

おり、令和 6年度の渇水期に青木川右岸側の下部工（橋台）工事を実施する予定の説明がありました。 
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② 説明会開催報告について  

・6月 3、4日に以下の 2点について、説明会を実施しました。（3日大河原地区対象、4日全村民対象） 

①中央新幹線南アルプストンネル新設（長野工区）小渋川変電所造成に係る工事説明会 

②中央新幹線南アルプストンネル新設（長野工区）、中央新幹線伊那山地トンネル新設（青木川工区） 

進捗及び今後の見通しに関する説明会 

【南アルプストンネル（長野工区）の進捗状況】全体：進捗率（約 4割） 

① 除山非常口からは先進坑を品川方に掘削を 

進めています。 

② 釜沢非常口からは先進坑を品川方に掘削を  

進めています。 

③ 小渋川非常口からは本線トンネルを品川方 

に掘削を進めています。 

○非常口トンネル：掘削完了 

○先 進 坑：進捗率（約 4割） 

○本線トンネル：進捗率（約 2割） 

【伊那山地トンネル（青木川工区）の進捗状況】全体：進捗率（約 3割） 

○青木川非常口からは本線トンネルを品川方に  

掘削を進めています。 

○非常口トンネル：掘削完了 

○調査用トンネル：掘削完了       

○本線トンネル：進捗率（約 2割） 

 

 

【工事工程の見通しについて】 

○工事工程の精査に伴う前提条件 

①大鹿村リニア連絡協議会（2021年 12月）で提示した工事工程に、これまでの掘削実績を反映しました。 

②今後施工する未掘削区間に対しては、これまでの先進坑での掘削実績や前方調査結果等を踏まえた地質 

状況を精査し反映しました。 

【工事工程遅れの要因】 

①地山不良区間の施工 

・青木川工区の中央構造線部、長野

工区の蛇紋岩区間などの地山不良

区間において、先進坑や調査坑の掘

削から得られた地質データなどを

踏まえて補助工法の実施や支保を

二重にするなど、前回計画の想定よ

りも時間を要しています。 

②未掘削区間の地山想定 

・これまでの先進坑の掘削実績お

よび前方調査の結果等により、長野

工区は今後の未掘削区間の地質の

状況が従前の想定よりも悪いと判

断しました。 
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工事用車両の運行計画について（大鹿村役場前） 

③安全に係る対策の追加 

・切羽災害を防止し、より安全に

施工するため全区間の鏡吹付け工

の実施、１回の発破における掘削

長の抑制を図っています。また、河

川直下等においては制御発破や補

助工法の追加施工を実施するなど

慎重に掘削を進めています。 

④覆工・路盤の計画見直し 

・覆工および路盤の施工において、

前回計画時は相当数の作業班を同

時投入することで工程を短縮する

計画としていました。今回、前回計

画時の作業員数の確保が難しいこ

と、コンクリート等の資材の供給能力がひっ迫していることなどを踏まえて再精査し、現実的な作業班の数で計

画を見直しています。 

【精査の結果】 

・長野工区の掘削進捗は、現時点で前回計画の６割程度であり、未掘削区間の地質状況を踏まえて今後も同様の

状況が続くと判断しました。青木川工区は、現時点で中央構造線の掘削に向けた調査用トンネルを追加で施工し

たこと、現在進めている本坑中央構造線の掘削を慎重に進めており相当の時間を要していますが、今後は概ね前

回計画通り進められると判断しました。以上より、各工区の工事完了時期の見通しは以下の通りとなります。 

・南アルプストンネル（長野工区）○掘削完了予定時期：2028年末頃  ○路盤完了予定時期：2030年夏頃 

・伊那山地トンネル（青木川工区）○掘削完了予定時期：2027年度末頃 ○路盤完了予定時期：2029年夏頃 

【工事用車両の運行計画について】 

○工事用車両台数精査の前提条件 

①鳶ヶ巣沢環境対策事業への発生土運搬を有

効に活用し、県道 59 号線を通行する発生

土運搬車両は土曜日を全運休として検討し

ています。 

②今回の変更工程にあわせて発生土運搬車両

の平準化を図りました。また、大鹿村内の

発生土活用先（変電所、鳶ヶ巣沢、災害復旧

工事等）を有効に活用し、大鹿村役場前（県

道 59 号線）を通行する車両台数の更なる

低減を図ります。 

③ 小渋川変電所計画図について  

○秋頃から着手し、今年度は小渋川側擁壁工、村道嵩上げ      

工、黒岩沢川の付け替え工を実施する予定です。 

・計画面積：約 2.2ha 

・盛土土量：約 5万㎥（擁壁内中詰め土量：約 1万㎥含む） 

※本工事に電気設備や変換器棟に関わる工事は含まれて 

おりません。 
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④ 工事用車両通行台数の実績について  

■資機材運搬車両                  ■発生土運搬車両 

※「月別日平均」とは、月延総台数を１月当りの工事稼働日  

で割り戻した数値です。 

※R6.6 の台数は、6/15 までの実績台数です。 

 

⑤ 工事用車両通行台数の予定について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 鳶ヶ巣沢環境対策事業の状況について  

〇河川の流量を踏まえ、非出水期の期間（令和６年５月まで）で工事を行い、現在は工事を中断しています。 

⑦ 中部電力パワーグリッド工事について  

【送電線工事について】 

・No.22～No.24の緑化工事が完了しました。 

・本体工事は 6月末から No.25～29間の架線工事に着手します。 

○リニア関連送変電工事に関するお問合せは、飯田事務所にいただいておりましたが、完工の見通しが得られた 

ことから、誠に勝手ながら、本年７月以降は下記に変更させていただきます。 

 

＜７月以降の問合せ窓口＞ 

・中部電力パワーグリッド株式会社 リニア関連送変電工事所 

・住所：岐阜県多治見市上野町 5丁目 1番地  電話：0572-74-6900 FAX：050-7771-3360 

※土日・祝日を除く、午前９時から午後４時３０分まで   

 

○次回（第３３回）開催日程等について 

・次回開催時期を令和６年９月とし閉会しました。 


